
優
れ
た
酪
農
経
営
者
を
表
彰

　　
第
40
回
全
農
酪
農
経
営
体
験
発
表
会

が
２
０
２
２
年
11
月
25
日
、東
京
都
内
で

３
年
ぶ
り
に
実
開
催
さ
れ
た
。酪
農
経
営

の
安
定
と
発
展
に
向
け
、優
良
事
例
を
広

く
共
有
す
る
の
が
狙
い
。飼
料
高
で
厳
し

い
情
勢
下
で
も
奮
闘
す
る
農
家
の
経
営

努
力
に
、会
場
か
ら
は
惜
し
み
な
い
称
賛

の
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、Ｊ
Ａ
全
農
の
齊
藤
良

樹
常
務
理
事
は
、酪
農
情
勢
に
危
機
感
を

示
し
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
自
給
飼
料
の

利
用
拡
大
な
ど
に
取
り
組
む
姿
勢
を
強

調
。需
給
改
善
に
向
け
、「
処
理
不
可
能

乳
の
発
生
回
避
や
脱
脂
粉
乳
の
過
剰
在

庫
の
解
消
な
ど
を
進
め
、消
費
者
へ
の
理

解
醸
成
と
更
な
る
消
費
拡
大
に
業
界
一

体
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」と
訴
え
た
。

　
今
回
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
浦
部
さ

ん（
発
表
代
読
：
Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ・高

橋
裕
人
さ
ん
）は
、１
３
０
頭
規
模
の
経
産

牛
を
家
族
と
外
国
人
実
習
生
２
人
で
飼

養
す
る
。日
中
の
放
牧
で
粗
飼
料
の
コ
ス

ト
と
給
餌
の
手
間
を
省
き
つ
つ
、年
間
個

体
乳
量
が
９
０
０
０
㎏
を
超
え
、乳
質
も

高
い
点
が
評
価
さ
れ
た
。外
国
人
実
習
生

の
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、今
で
は

実
習
生
に
搾
乳
を
任
せ
て
月
に
数
日
は

趣
味
や
家
族
と
の
時
間
を
確
保
で
き
て
い

る
。審
査
員
か
ら
は「
資
材
高
で
も
持
続

可
能
な
経
営
と
、農
村
生
活
を
楽
し
む

経
営
者
の
姿
は
理
想
的
」と
満
場
一
致
で

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
。浦
部
さ
ん
は

「
今
回
は
こ
の
よ
う
な
賞
を
受
賞
で
き
、

嬉
し
く
思
い
ま
す
。父
の
代
か
ら
続
け
て

き
た
放
牧
で
の
飼
養
管
理
が
評
価
さ
れ

て
大
変
光
栄
で
す
。今
後
も
牛
に
無
理
を

さ
せ
ず
、長
命
連
産
を
目
指
す
経
営
方

針
は
変
え
ず
に
日
々
邁
進
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」と
喜
び
を
語
っ
た
。

第40回全農酪農経営体験発表会の受賞者と審査委員、第32回大会受賞者の知久さん（前列左から4人目）、柴田さん（前列左から5人目）

審査委員長の小林信一氏／
静岡県立農林環境専門職大学短期大学部
生産科学科 教授

JA全農の齊藤良樹常務理事 ロビー入口に飾られた各牧場の歩みを紹介する
写真パネル

11月25日11月25日

地
域
の
モ
デ
ル
と
な
る
酪
農
経
営
者
を
表

彰
す
る「
全
農
酪
農
経
営
体
験
発
表
会
」。

40
回
目
の
記
念
大
会
と
な
っ
た
今
回
は
、全

国
の
６
戸
の
酪
農
家
が
経
営
や
酪
農
へ
の

思
い
、夢
な
ど
を
発
表
。最
優
秀
賞
に
は
、北

海
道
別
海
町
の
浦
部
雄
一
さ
ん
が
輝
い
た
。

地
域
の
モ
デ
ル
と
な
る
酪
農
経
営
者
を
表

彰
す
る「
全
農
酪
農
経
営
体
験
発
表
会
」。

40
回
目
の
記
念
大
会
と
な
っ
た
今
回
は
、全

国
の
６
戸
の
酪
農
家
が
経
営
や
酪
農
へ
の

思
い
、夢
な
ど
を
発
表
。最
優
秀
賞
に
は
、北

海
道
別
海
町
の
浦
部
雄
一
さ
ん
が
輝
い
た
。

第
40
回
全
農
酪
農
経
営
体
験
発
表
会

放
牧
で
粗
飼
料
自
給
も

乳
量
・
乳
質
上
々

る
係
留
方
法
を
取
り
入
れ
た
施
設
で
高

品
質
な
生
乳
を
生
産
し
、受
精
卵
移
植

（
Ｅ
Ｔ
）用
の
和
牛
受
精
卵
を
自
家
採
卵

す
る
石
原
玄
明
さ
ん（
群
馬
県
）、東
日
本

大
震
災
に
よ
る
被
災
か
ら
牧
場
を
復
興

し
、木
材
由
来
の
高
消
化
性
セ
ル
ロ
ー
ス
飼

料
や
先
進
機
器
の
導
入
を
進
め
る
佐
久

間
哲
次
さ
ん（
福
島
県
）、飲
食
や
耕
種
部

門
を
設
け
、働
く
時
間
が
限
ら
れ
る
子
育

て
世
代
の
女
性
も
働
き
や
す
い
環
境
を
作

る
広
野
豊
さ
ん（
香
川
県
）、地
域
で
作
っ

た
コ
ー
ン
サ
イ
レ
ー
ジ
を
使
っ
た
Ｔ
Ｍ
Ｒ
を

取
り
入
れ
て
購
入
飼
料
を
削
減
し
、家
族

経
営
で
収
益
性
の
高
い
酪
農
を
進
め
る
桐

原
将
文
さ
ん（
熊
本
県
）を
選
ん
だ
。特
別

賞
と
し
て
、福
田
さ
ん
に
審
査
員
特
別
賞

が
贈
ら
れ
た
。

　
第
16
回
全
農
学
生「
酪
農
の
夢
」

コ
ン
ク
ー
ル
も
同
時
開
催
さ
れ
、応

募
総
数
１
０
２
作
品
か
ら
最
優
秀

賞
、優
秀
賞
の
計
４
作
品
を
表
彰
し

た
。最
優
秀
賞
に
は
栃
木
県
農
業
大

学
校
の
長
谷
川
豪
輝
さ
ん
の「
目
指

す
は『
楽
農
』経
営
」を
選
定
し
た
。

優
秀
賞
は
帯
広
畜
産
大
学
の
蛭
田

あ
や
の
さ
ん
、中
国
四
国
酪
農
大
学

校
の
財
部
香
奈
愛
さ
ん
、岩
手
県
立

盛
岡
農
業
高
校
の
藤
田
遥
翔
さ
ん

に
贈
ら
れ
た
。表
彰
後
に
行
わ
れ
た

酪
農
家・学
生・指
導
教
員
に
よ
る
座

談
会
で
は
、飼
料
が
高
騰
す
る
中
で

の
経
営
努
力
や
農
場
で
の
人
材
確

保
の
手
法
と
いっ
た
現
場
の
課
題
に

つい
て
意
見
を
交
わ
し
た
。

◆

　
第
40
回
記
念
企
画
と
し
て
、第
32

回
大
会
の
発
表
者
、柴
田
瑞
穂
さ
ん

（
秋
田
県
）と
知
久
久
利
子
さ
ん（
千

葉
県
）が
地
域
と
歩
む
酪
農
に
つ
い

て
特
別
講
演
を
行
っ
た
。ま
た
会
場

入
口
に
は
、発
表
し
た
各
農
場
の
歩

み
を
紹
介
す
る
写
真
や
、北
海
道
の

阿
寒
・
釧
路
地
域
の
酪
農
女
性
グ

ル
ー
プBecotto

に
よ
る「
釧
路
で
生

き
る
酪
農
女
性
写
真
展
」の
写
真
と

川
柳
が
展
示
さ
れ
、節
目
の
大
会
に

花
を
添
え
た
。

　
優
秀
賞
に
は
、住
宅
密
集
地
の
牧
場
で

住
民
と
共
存
し
つ
つ
、牧
場
の
動
物
を
保

育
園
な
ど
に
連
れ
て
い
く「
移
動
動
物

園
」を
経
営
に
取
り
込
む
福
田
努
さ
ん

（
神
奈
川
県
）、牛
の
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
す

地
域
の
モ
デ
ル
へ

酪
農
の
多
様
性
を
評
価

浦
部
牧
場（
北
海
道
）
　浦
部
雄
一
さ
ん

石
原
牧
場（
群
馬
）

石
原
玄
明
さ
ん

「放牧とフリーストールを組み合わせた
ゆとりある酪農経営の実現に向けて」

「入植70年で獲得した乳質共励会最優秀
賞 ～ケベック式牛舎での健康環境管理～」

広
野
牧
場（
香
川
）

広
野
豊
さ
ん

「農業を次世代があこがれる職業に！ ～地
域と共に育ち、魅力を伝えていく牧場へ～」

佐
久
間
牧
場（
福
島
）

佐
久
間
哲
次
さ
ん

「感謝と貢献 ～原発事故からの復興
と地域の再生～」

福
田
牧
場（
神
奈
川
）

福
田
努
さ
ん

「大都会のうしやさん　福田牧場ここにあ
り ～都市化の波の中で家業を守る～」

桐
原
牧
場（
熊
本
）

桐
原
将
文
さ
ん

「理想の家族型酪農 ～人・地域の連
携を活かして～」

最優秀賞優秀賞優秀賞・審査員特別賞

阿寒・釧路地域の酪農女性グループ
「Becotto」 の活動写真

酪農家と学生の座談会の様子

酪
農
家
応
援
川
柳

JA全農の乳製品を楽しめるコーナー

未
来
の
酪
農
家
が
夢
を
語
る

全
農
学
生「
酪
農
の
夢
」コ
ン
ク
ー
ル

は
る
あ
き

蛭田あやのさん（前列左）、長谷川豪輝さん（前列左から２人目）、
財部香奈愛さん（前列右から２人目）、藤田遥翔さん（前列右）、後
列は指導にあたった先生方
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